
   
 

場 所：ウェーブ１０１・サロン５ 

日 時：平成３１年２月１２日（火） 

      １３時３０分～１６時００分 

講 師：佐藤青樹先生 

出席者：稲塚たか、 

谷口勝、長谷川智、 

三浦みちえ、森山裕子、山岸順、 

山口枝垂れ、福田次郎 

 

 

 

 

 

  
 

互
選
句
・
課
題
「
寄
り
掛
か
る
」 

 
 

 

「
１
点
」 

電
車
揺
れ
昼
寝
の
美
人
肩
ま
く
ら 

 
 
 
 
 

勝 

瘦
せ
た
人
肥
え
た
人
見
て
居
場
所
決
め 

 
 
 

次
郎 

頼
り
な
い
亭
主
柱
と
日
々
暮
ら
す 

 
 
 
 
 

勝 

ガ
ー
ド
役
勤
め
果
た
し
た
十
年
目 
 
 
 
 
 

智 

 

「
２
点
」 

占
い
に
頼
り
な
が
ら
に
日
々
暮
し 

 
 
 
 
 

智 

 

「
３
点
」 

外
見
と
違
う
あ
な
た
の
頼
も
し
さ 

 
 
 
 
 

次
郎 

ラ
ス
ト
ま
で
年
金
頼
る
長
寿
国 

 
 
 
 
 
 

順 

 

「
４
点
」 

寄
り
掛
か
る
脛
は
い
つ
し
か
骨
粗
鬆 

 
 
 
 

み
ち
え 

冷
戦
の
歯
ブ
ラ
シ
二
本
寄
り
掛
か
る 

 
 
 
 

裕
子 

全
幅
の
医
師
に
選
択
迫
ま
ら
れ
る 

 
 
 
 
 

み
ち
え 

定
年
後
家
事
一
切
を
当
て
に
さ
れ 

 
 
 
 
 

順 

受
験
生
全
体
重
を
絵
馬
に
か
け 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

止
め
ら
れ
ぬ
居
心
地
の
良
い
パ
ラ
サ
イ
ト 

 
 

勝 

子
育
て
を
親
に
ま
か
せ
て
共
稼
ぎ 

 
 
 
 
 

順 

 

「
８
点
」 

全
身
を
杖
に
預
け
る
母
の
意
地 

 
 
 
 
 
 

裕
子 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

  

自
由
句
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

 

「
前
」 

平
和
ボ
ケ
議
員
の
方
の
選
挙
戦 

 
 
 
 
 
 

智 

雪
の
街
わ
だ
ち
の
あ
と
の
道
案
内 

 
 
 
 
 

次
郎 

 

誕
生
日
老
い
が
恥
じ
ら
う
薔
薇
の
紅 

 
 
 
 

裕
子 

 
 
 

「
秀
」 

 

孫
二
才
こ
ち
ら
え
ど
う
じ
ょ
老
い
る
我 

 
 
 

枝
垂
れ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
明
日
は
我
身
に
ふ
り
か
か
る 

 

智 

 

兄
弟
の
仲
間
入
り
し
て
癌
と
な
る 

 
 
 
 
 

た
か 

 

福
相
の
巫
女
よ
り
受
け
る
守
り
札 

 
 
 
 
 

裕
子 

 

行
き
過
ぎ
た
指
導
パ
ワ
ハ
ラ
左
遷
さ
れ 

 
 
 

勝 

 
 

「
客
」 

 

人
生
に
は
ず
る
さ
も
い
る
と
孫
に
言
う 

 
 
 

た
か 

 

詠
む
よ
り
も
仲
間
に
魅
力
熱
入
い
る 

 
 
 
 

枝
垂
れ 

 

ゼ
ロ
金
利
タ
ン
ス
預
金
を
太
ら
せ
る 

 
 
 
 

順 

 

お
宝
に
な
る
か
扉
の
バ
ン
ク
シ
ー 

 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

近
頃
は
美
人
長
命
魔
女
に
な
る 

 
 
 
 
 
 

勝 

 
 

「
人
」 

 

末
席
で
風
を
読
ん
で
る
処
世
術 

 
 
 
 
 
 

順 

 
 

「
地
」 

 

見
守
り
を
ア
イ
ボ
に
頼
む
介
護
の
手 

 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

「
天
」 

 

雪
花
降
る
美
し
さ
あ
り
怖
さ
あ
り 

 
 
 
 
 

次
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浦安とみおか川柳会 

２月例会結果  

  

           

月例会結果 

 

 

 

 



 

課
題
「
シ
ナ
リ
オ
」 

・ 

二
人
選 

山
岸
順
選 

 
 

「
秀
」 

最
終
章
最
初
に
読
ん
で
も
う
終
り 

 
 
 
 
 

勝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

脚
本
は
妻
に
書
か
せ
ず
俺
が
書
く 

 
 
 
 
 

次
郎 

シ
ナ
リ
オ
の
喜
怒
哀
楽
に
濡
ら
す
頬 

 
 
 
 

裕
子 

 
 

「
客
」 

 

昭
和
で
は
男
黙
っ
て
や
り
込
め
る 

 
 
 
 
 

次
郎 

 

初
主
演
シ
ナ
リ
オ
め
く
る
震
え
る
手 

 
 
 
 

智 

 

筋
見
え
た
俺
に
も
書
け
る
乱
歩
賞 

 
 
 
 
 

平
太 

 

ミ
ス
テ
リ
ー
ト
ラ
ン
プ
劇
の
エ
ピ
ロ
ー
グ 

 
 

勝 
 

神
様
の
シ
ナ
リ
オ
に
あ
る
落
と
し
穴 

 
 
 
 

裕
子 

 
 

「
人
」 

 

 

シ
ナ
リ
オ
の
無
い
人
生
も
八
分
過
ぎ 

 
 
 
 

み
ち
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
地
」 

 

改
元
の
画
布
に
シ
ナ
リ
オ
描
い
て
み
る 

 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

「
天
」 

 
 

 

親
願
う
道
は
ま
ぶ
し
く
裏
街
道 

 
 
 
 
 
 

平
太 

 

（
自
句
）
お
役
所
に
タ
ラ
イ
回
し
の
得
意
技 

 
 
 
 

百
歳
へ
老
い
の
シ
ナ
リ
オ
書
き
直
す 

 

※ 

順
選
に
は
、
枝
垂
れ
さ
ん
の
句
は
、
不
参
加
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シ
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ミ
ス
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ト
ラ
ン
プ
劇
の
エ
ピ
ロ
ー
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渡
り
鳥
一
丸
で
目
指
す
長
い
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最
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読
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も
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終
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神
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シ
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リ
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と
し
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哀
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演
シ
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え
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み
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は
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に
書
か
せ
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書
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次
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百
歳
へ
老
い
の
シ
ナ
リ
オ
書
き
直
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「
人
」 

 

シ
ナ
リ
オ
の
無
い
人
生
も
八
分
過
ぎ 

 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

 

「
地
」 

 
親
願
う
道
は
ま
ぶ
し
く
裏
街
道 

 
 
 
 
 
 

平
太 

「
天
」 

 

 

筋
見
え
た
俺
に
も
書
け
る
乱
歩
賞 

 
 
 
 
 

平
太 

  
 
 

（
自
句
）
想
定
外
友
と
海
外
何
度
目
か 

 

 
 
 
 
 
 
 

脳
活
の
は
ず
の
川
柳
が
錆
を
告
ぐ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

４月例会のお知らせ 

・日時：平成 31年４月９日（火） 

      13時 00分～16時 

・場所：富岡公民館３階  

第一会議室 

・選 句・課題：「支える」２句 

・互選句・課題：「本音」３句 

・自由句：２句 

 

※例会終了後、総会を開催します。 

 

           

【溜り場】 

☆ご協力を ４月から、千葉県川柳作家連盟の機関誌・川

柳「犬吠」の発送業務を浦安が担当することになりました。

会員の皆様のお手伝いをお願いします。 会長・山岸 

★海外の川柳２（アメリカ） 1910 年にワシントン州ヤ

キマの日系移民の中に誕生した蛙鳴（あめい）会、1929

年の北米川柳互選会が牽引役となる。川柳は、「生活の記

録、感情の詩」として発展。1960年頃には 16吟社があっ

たが、主導してきた川柳つばめ吟社は 2002年に解散し 62

年の幕を閉じた。現在、西海岸の６吟社が活動中。 


